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木内惣五郎の肖像画

全
国
義
民
サ
ミ
ッ
ト
は
、「
利
害
を

超
え
て
、
人
々
の
た
め
に
、
社
会
の
た

め
に
尽
く
す
義
民
の
心
を
尊
び
、
後
世

に
伝
え
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
各

地
の
「
義
民
」
に
ま
つ
わ
る
地
で
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

来
年
は
成
田
ゆ
か
り
の「
佐
倉
宗
吾
」

没
後
３
５
０
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ

を
機
に
、
昨
今
忘
れ
か
け
て
い
る
「
義

※
申
し
込
み
な
ど
く
わ
し
く
は
商
工

観
光
課
（
1
20
‐
１
５
４
０
）
へ
。

【義民とは】
義民の義は「利害を捨てて、人として尽
くすべき道に従い、世のため人のために尽
くすこと」です。これを自分の身や家族を
顧みず実行した人のことを「義民」といい
ます。

【義民佐倉宗吾】
公津村（現在の成田市）の名主だった木
内惣五郎は、承応元年（1652年）、凶作と
佐倉藩の重税に苦しむ領民を救うため、将
軍に直訴を行い、住民を飢えから救いまし
た。しかし、直訴の罪により承応2年8月3日
（現在の9月3日）、公津ケ原刑場（現在の宗
吾霊堂境内お墓の位置）で、子ども4人とと
もに極刑に処せられました。以来「宗吾様」
と呼ばれ、日本各地で語り継がれている義
民の中でも格別な存在として広く知られて
います。

民
の
こ
こ
ろ
・
生
き
方
」
を
顕
彰
し
、

義
民
の
精
神
を
通
し
て
観
光
・
商
業
の

活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
こ
と
し
は
本
市

で
「
第
５
回
全
国
義
民
サ
ミ
ッ
ト
（
成

田
大
会
）」
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
商
工
観
光

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
９
月
４
日（
火
）
午
前
９
時

〜
11
時
30
分
（
会
場
に
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
入
れ
ま
す
）

●
会
場
＝
宗
吾
霊
堂
大
本
坊

●
内
容

講
演
…
鏑
木
行
廣
さ
ん
（
成
田
高
等

学
校
教
諭
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
横
山
十
四
男
さ
ん

（
全
国
義
民
顕
彰
連
絡
協
議
会
代
表
）

ほ
か

●
定
員
と
入
場
料
＝
２
０
０
人
（
先
着

順
）
・
無
料

〇 〇

宗吾旧宅（台方）

宗吾霊堂境内にある
お墓には、今も多く
の人が訪れている


